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図7－4　B児の授業前の調査の目的と調べる計画
（2）評価規準と評価基準表の作成（第2時～第4時）
調査計画を立てた時点で，計画追究段階の
評価規準・評価基準表の作成を行った。各評
価基準の（）内に示されたものは，基準を
満たすと考えた資料や事例を計画追究の学
習段階の最終で児童が記入したものである。
図7－5はB児の評価規準・評価基準表の例
である。
（3）調査活動（第5時～第8時）
B児は，瓦工場と連絡を取り，調査計画に
もとづいて見学やインタビューをしていた。
図7－6は，見学後のB児の学習ファイルであ
る。このメモを見るとインタビューの結果や瓦
の作り方が記されているとともに，見学後，瓦
の形や日本以外の国の瓦について，新たな疑問
を持ったことが分かる。
（4）調査結果の整理と評価活動
（第9時～第10時）
見学後，集めた資料をまとめ，学習ファイル
に入力した。
計画追究の学習段階の終わりに，学習ファイ
ル閲覧機能を利用し，相互評価させた。アドバ
イスや評価を他の児童が書き込み，その後，教
師によるアドバイスや評価を書き込んだ。（図7
－7）
B児は，評価基準4まで達成できたと自らの
追究活動を評価していた。教師の観察からも，
計画にしたがって最後まで調査を行っていた。
B児は評価基準4の「最後まであきらめないよ
評価規準最後まであきらめないように計画を立てるl
甜膳勤等孟詔享是雷計ように計画を前る！
評価基準3雪豊等票蒜昌胃黒岩鵠誓豊卜！で調べたもの）
評価基準2㌢宝雪i妄詣譜蒜戸方法放くさんく3つ4つ＞考えるl
評価基準詳誓言宗易誓諾意宗）
図7－5　評価規準・評価基準表の例（5年B児）
調査から分かったこと
（事実）
調査の結果について
考えたこと
??????、??????、? ? 、??
瓦屋某文化センターには、世界のかわら力1あった。
中国のかわら力、、1番日本のかわらににていること力、分かった。
かわらの作り方や1日に作る枚数カ、分かった。
五色や緑町からねんどを運んでいる。
旅路は瓦生産全国2位でした。
色や緑町の土で瓦を作っているのは
土力、あるんだと思った。
産全匡ほ億でした。1位はとこなんだうう。
リにメこ切な土か、ある
はあんな形をしているの。
うなっているの。
図7－6　学習ファイルの例（5年B児）
かわらの土をとっているとこう詳あれば教えてくださいl（五色町か緑町とちらか）
アドバイスしてほしいこと
学習を振返って写譜畏詣塁塁誌かった。
自己富胤よ招隷旨号票㌧墨監是至を髭一指鳥、んがえられるよう。したい。
（計画追究）
義遷差違かわらをつくる土lま山でとってるのかな？（克也）
写異をいっぱいとれるといいな。く勇介）
アドバイスや辞敵ど丸新かわらの見学で、いっぱい聞くことを考えていたのがすごい・〈和樹）
コメントの後に（名前）を忘
れ抜lようにと
先窯舟痘
′英治瓦は、日本でも有名です。瓦づくりは　たくさんの工程がありましたね。
日本で、瓦が一段に普及したのは江戸時代からだそうですよ。
それまでは、寺院など楕別な建物に使われていたそうです。く富長）
愛知県の三州瓦が日本で1番多く生産しているようです。（全体の40パーセノト位〉
（富長）
瓦の原料になる土は、五色町の海岸沿LHこあったと里います。
確かめてみるね。（首長〉
図7－7　B児の学習ファイルの記録
うに計画を立てる」は，十分満たしていた。B
児は，評価基準2がうまくできなかったと自己評価している。瓦について調べる方法をもっとたく
さん考えたいというものであった。B児の疑問は，瓦の原料になる土を採っている場所や世界の瓦
の形へと発展していったことが分かる。
○第3次の学習活動
第3次では，今までの学習成果をまとめ，発表会に備える。
事前にまとめ方や発表の仕方について考え，学級やグループ
でまとめ方や発表の仕方について話し合った。2学期の総合
的な学習の時間のまとめとして，児童一人一人発表を行う発
表会を開催する。
第3次の学習活動では生活グループの5年生G児を例に
あげる。G児のテーマは，「三原郡の苗字調べ」である。町
写真3　話し合いの様子
ごとに多い首字を調べることを目的にし，電話帳を使って調査をしていた。
（1）評価規準と評価基準表の作成（第1時～第3時）
図7－8は，G児が考えた学習ファイルに記されたまとめの順番（発表する内容の順番）である。
グループでの話し合いの後，④の結果のところで5・6年生の苗字ランキングという内容が追加さ
れた。これは，5．6年生の苗字が全国的には，何位のランキングになるかというものである。発
表を聞いている他の児童も大変興味を持っ
た内容であった。
（2）発表用の掲示物の作成と評価活動
（第4時，第5時）
評価基準表の作成の後，G児は発表用の
掲示物を作成し，発表の練習をグループの
中で行っていた。
写真4　発表の様子
①テーマ・・苗字調べ
②なぜそのテーマにしたか
◎調べた方法‥・電話帳　インターネット
⑳結果　・・三原町　百滴町　南淡町　緑町
全国の苗字ランキング　5．6年生の苗字ランキング
⑤感想・・　全国1位　佐藤さん　≡同ペるのが大変だった
まとめの順番
図7－8　G児が考えたまとめの順番
評価規準はっき。と大きな声で分か。やすく発表する
評価基準41まっき。と大きな声で分か。やすく発表する
甜麗基衡㌻霊宝禁器豊吉完。練習）
評価基準2：
?
??．?
??）????????
評価基準絹誓誓髭誓誓警官トで調べた訓）
図7－9　評価規準・評価基準表の例（5年G児）
図7－5はG児の評価規準・評価基準表の例である。図7－10は，G児の学習ファイルに記され
た自己評価，相互評価，教師による評価である。
G児は，評価基準4までできたと自己評
価している。発表を聞いた他の児童からは
賞賛の書き込みがあった。
（3）授業後の感想と反省
（第6時，第7時）
図7－11は，G児の授業後の感想であ
る。パソコンを使った授業への感想と今
度は他の児童へのアドバイスを書いてあ
学習全体を壬辰り返尋で
自分では、頑括ったと思う。評価基準4までできた。
自己評価しようもっと苗字のことを知りたい。（どうやって苗字がてきたのか）
がんばったところ
改善したいことなど
去遵3、’ら苗字は面白かった。私掛317位なんて知らなかった・（佐紀）
アドバイスや甜醜ど宴譜諸禦呈需書露語監鵠甥豊㌔訂たり臥よかった・（加奈）
※コメノトの後に（名前）を忘
れないように！
三屠郡の多かった苗字を、全国ランキングでどれくらいか見たらいい。（克也）
地域によって、多い名前があるんだね。
みんなの苗字の順位も発表していて面白かったです。
食掛り至害悪語去悪路享竿誌蓋謂諾措持豊艶た。く苫長，
図7－10　G児の学習ファイル
げたいと記している。
G児は，他の児童からのアドバイスが調査や発表資料を作る時に大変役に立ったと話していた。
自分も役立つようなアドバイスをしてあげたいと感想を書いている。
平賀軽蔑藩薄㌣癌射 、、、???、????、、?
?
? ? ?
????????
纏蝉攣郵五号擁粟尋
?
、??????
???????
辣薄象点鵠誹顆昇華雄盛斗高射群翫
図7－11G児の授業後の感想
8　授業実践の分析
児童が学習過程で新たな疑問を抱き，その解決に向けて主体的に学習を改善・修正し，自らの学習
を発展させるという観点から，児童の学習活動を分析する。主体的に学習を展開していた児童からK
児（6年生）と主体的に学習ができなかった児童からD児（5年生）の学習活動を分析する。
8．1　K児の学習活動
K児は，「コンビニのひみつ」というテーマで学習を進めた。K児は，同じグループのC児やG児
とコンビニに出かけ店員にインタビューする計画を立てた。質問内容を話し合い，グループで検討し
ていた。K児は，24時間営業しているコンビニエンスストア（コンビニ）に隣接しているアパートの住
人から「夜，うるさい」という苦情があることを知り，アパートに住んでいる人にインタビューして
いた。K児のインタビューによると，「7月と8月の夜中に，コンビニの駐車場に若者が集まって騒
いでいることがある。」というものであった。K児は，学習ファイルに新たに出てきた疑問や調べて
みたいこととして，図8－1のように記していた。
コンビニの裏のアパートに住んでいる人が，安心して眠れるようにするにはどうし
たらいいか。
図8－1K児の学習ファイル（新たな疑問）
K児は，コンビニに事情を知ってもらい，
夜騒ぐのは近所迷惑であることを注意しても
らうように提案していた。
K児が問題設定の段階において会議室や学
習ファイル上で行ったコミュニケーション活
動をまとめ，図8－2に示す。K児は会議室
でのコミュニケーション活動を通して，コン
ビニの種類やコンビニに対する認識を深めて
いった。そして，K児は自分でテーマを決定
することができた。
K児は最初，調べたいことが，はっきりと
掴めていなかった児童であるが，学習が進む
につれて，調べたい対象である「コンビニ」
に関心が高まっていった。
K児は，G児からM町のコンビニの数の
情報を得た。5年生のA児に対して，「ほっ
かほっか事はコンビニではない。」という疑問
を投げかけていた。A児もコンビニに対する
認識が違っていたことに気がついた。　今
回開発したシステムは，K児と他の児童との
相互作用を促す場となり，新しい知識を生み
出すことにつながった。
＜教師＞　　　　　　　　　　＜児童K＞
，ノブ上J中日．HH・・・・1・‘
㌢1王t’ァドバイスしてほし
午】　いこと
1．1・
．・’イ・・．．．　　　　　　　　　・・J・
T　コンビニの種軒を書いてくださしも
C≡亘つ
淡路にどんなコンビニが
あるか調べた人のホーム
ページがありましたよ。
淡路島のコンビニ屋さん
ローソンとファミリーマ
ートがあるみたいです。
C不可⊃
F≡竺ヨ
i‾・て三：二・．I一千l這T
l
1
：。ましたね　　I
l・自分でテーマを見つける：
l　って大変ですね。評価基
l　準4の「自分でテーマを
l　決める」は達成しました．
1
1
1
1
1
教えて
M町にはコンビニいくつあるの？
教えて
ほっかほっか字はコンビニ？
コンビニはいっぱい商品あるけど，
ほっかほっか辛は弁当だけ。
つまり
コンビニエンスストアは，便利な店
っていうことが分かった。
・24時間開いている。
・家でよく使うものやパン・
弁当，ノートや雑誌な
どが置いてある。
凸
＜調べてみたいこと＞
（9ローソンやファミリーマー
トの名前の由来は何なの
か？
②コンビニは，何種類ぐらいあ
るのか？
③店によって品物が違うの
か？
＜テーマ＞
コンビニのひみつ
?
＜友達＞
∈＝ラドバイ三二∋
・ファミリーマート（日の
・ローソン　　　　（B児）
・セブン・イレブン仏児
・サークルK　（1児）
・ほっかほっか亭？（A児）
＜G児＞
⊂：・・＝⊃
M町に5つある　分かった！
ローソン3　ファミリーマート
2だよ
＜Å児＞
思うんだけど
コンビニとちがうかな？
＜F児＞
あのね
ローソンて，何でローソンて言
うか知っている。
新聞で調べたからまたみとい
て！
F‘‾‘‾’‾‾‘‾‾‾　【‾‾‘‾　「
lく相互評価〉
十十∵＼∴つ
l　知らないことがあっていいI
l　な。①児）　　　　　　l
l
→…‾：…「二
I l1百il軸融こ‾‾▼‾‾　　　　　！l
l l．：朝雨緋2．＿lH計両い）でささ∴　l
i：思う8　　日
・疑問もいっぱいあっていいでl
すね。「学習を振り返ってJl
は，よく書けているよ。I
ul′。　　　；
l
l
l
】
L　＿　－．＿　－　＿＿・■　－　＿　－　＿　－．．＿．＿J
図8－2　問題設定の段階でのK児のコミュニケーショ
ヽ
8．2　D児の学習活動
5年生D児は，「人形浄瑠璃で演じられる題について」というテーマで学習を進めた。D児は人形
浄瑠璃の見学後，人形浄瑠璃で演じられている話に興味を持った。太夫の語りは，児童には難解で話
の内容が分からなかったからである。ノD児は調べる題目を何にするか迷っていたので，M郡史や人
形浄瑠璃の本を教師から紹介した。I）児は，「傾城阿波鳴門順礼歌の段」と「日高川入相花王わたし
場の段」を調べることにした。
児童には難解な人形浄瑠璃の語りをまとめ，発表していた。発表後に他の児童から発表に関して，
図8－3に示すような評価が記されていた。
発表前にもっと練習したほうがいいと思う。（H児）
「何やったけ，何て読むん？」とかがあったので前に調べておけばよかった；
と思う。（K児）
図8－3　D児の学習ファイル（相互評価）
D児は，「つまったり，漢字がわからなかったりしたので直したい。」と自己評価の欄に記していたo
D児は，「発表の時に緊張してしまった。」と話していた0日分の学習を発展させるという観点からす
ると，D児は色々な調査方法を自分で考えることができなかった0
表8－1は，D児の評価規準と評価基準表であるoD児は，評価基準表にもとづいて次のように自
己評価している。問題設定の学習段階では，「基準4までできた0」と自己評価していたが，集めた資
料は，インターネットから検索したものが主であった。
計画追究の学習段階では，「基準4の計画を見直すというのが一番難しかった0」，「今度は完壁な計
画をつくりたい。」「今度基準に返答内容を予想するということを基準に入れたい0」と書いているよう
に，今回の学習を反省し，次回の総合的な学習の時間への意欲や目標を記していた0
まとめの学習段階では，「基準4までできた。」と自己評価しているが，友達からの相互評価による
指摘から，「つまったり漢字がわからなかったりしたので直したい0」と自己評価していた0
表8－1D児の評価規準と評価基準表
学習段階
評価規準　　　前もって資料を集めてテーマを設定する
評価基準4　　前もって資料を集めてテーマを設定する
〔集めた資料〕
問題設定
評価基準3　　調べたいことにかんするマップを書く
〔マップをかいたかみ〕
評価基準2　　　調べたい理由を考えて整理
〔理由を書いた紙〕
評価基準1　　調べたいことを3つぐらい見つける
〔調べたいことをかいたメモ〕
評価規準　　　計画を見直したりして最後までやる
評価基準4　　　計画を見直したりして最後までやる
〔計画を見直したメモ〕
計画追究
評価基準3　　　しらべかたを選んで計画
〔インターネット，本，インタビュー〕
評価基準2　　　調べ方をいっぱい考える
〔インターネットや本，インタビュー〕
評価基準1　　目的を決める
〔目的を書いた紙〕
評価規準　　　写真・資料を見せながら発表する。
評価基準4　　写真・資料をみせながら発表する。
〔発表のメモ〕
まとめ
評価基準3　　　練習をする。
〔1回練習をした〕
評価基準2　　　考えたことや事実などをまとめる。
〔画用紙に写真や芝居のあらすじ〕
評価基準1　　集めた資料から選ぶ（考える）。
〔集めた資料から選んだもの〕
表8－2は，D児の学習ファイルへの書き込み（評価部分）である。他の児童から評価やアドバイ
スがあったが，自分から学習を改善・修正する行動には結びつかなかった。D児はインターネット
のみで調べようとしていたので，教師から，人形座の人に話を聞いてみることをアドバイスし，人形
浄瑠璃に関する本を紹介した。
表8－2　D児の学習ファイルへの書き込み（評価部分）
自己評価
????
基準1がよくできたと思う　　　　　・基準4までできた
テーマを設定するのが難しかった。　・資料を集めた
友達からのアドバイス　・もっと，人形のことを調べたらいいと思う。（A児）
や相互評価　　　　　　・いろいろな方法で調べたらいいと思う。（H児）
教師から 人形浄瑠璃って。歴史が古くて，有名らしいよ。
インターネットで資料を集めていましたね。
本も探してみるといいよ。
M郡史なんかにも詳しくでてるけど。ちょっと難しいかな。
読みやすい人形浄瑠璃の本があるよ????
????
全部できたと思う。
基準4の計画を見直すというのが一番難しかった。今度は完壁な計画をつくりたい。
基準2のインターネットを使うが一番よくできた。
今度基準に返答内容を予想するということを基準
に入れたい。
友達からのアドバイス　・もっと詳しく計画して書いたらいいと思う。（A児）
や相互評価
教師から 昔は，今のようにテレビや映画はなかったので，村の人たちのいい娯楽だったのかもしれ
ないね。
日高川入相花王（ひだかがわいりあいざくら）は，安珍（あんちん），清姫（きよひめ）
のお話ですね。傾城阿波鳴門（けいせいあわなると）は，親子と名乗りあえない母親と巡
礼の少女の悲しい物語。
自己評価
まつまったり漢字がわからなかったりしたので直したい。でも自分でふりがなを打ったりし
たのでがんばったと思った。
基準4までできた。
と　　友達からのアドバイス　・発表前にもっと練習したほうがいいと思う。（H児）
め　　や相互評価　　　　　　・何やったけ，何て読むん？とかがあったので前に調べておけばよかったと思う。（K児）
・みんなの方を向いて発表したらよかった。（I児）・
教師から　　　　　　　・発表は資料を読むだけでなく，自分の言葉でまとめて発表するはうがいいね。
図8－4にD児の学習過程のコミュニケーショ
ンを示す。D児にとって，難しいテーマを設定して
しまった。調べる方法もインターネットを利用する
以外には思い浮かばなかったようであった。I）児の
コミュニケーションをみると，他の児童や教師から
のアドバイスが中心になってしまっている。
児童が，その後の活動をどのように進めていくか
を考える場合に，どんなテーマを設定するかが非常
に重要である。教師の支援として，その児童の性格
や特徴を把握し，テーマ設定の支援をする必要があ
る。また，児童が評価規準を設定するためには，他
の児童と自分を比べ，児童自身の成長のために学習
に取り入れたいことを見つけることができなければ
ならない。評価基準表の設定には，学習をどのよう
にすすめていくのかという見通しをしっかりと児童
自身が持っておくことが重要である。
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図8－4　D児のコミュニケーション
9　まとめと今後の課題
児童が創出した評価基準表に照らして自らの学習を振り返る場合，学習支援システムを使うことで
自己評価や児童同士の相互評価が促された。また，評価基準表は，学習過程で次にすることは何かを
児童に考えさせ，主体的に自らの学習を発展させるのに役立った。
実践校の児童は評価基準表の創出の経験はなく初めてであることを考慮し，教師がオリエンテーシ
ョンで例を示したり，評価規準の素案となるものを，学級の話し合いの中で分類していった。そのた
め，児童が作成した評価基準表は似たものとなってしまった。評価基準表の創出の経験を積み重ねる
ことで，評価規準や評価基準表の素案作りも児童自身ができるようになっていく。
今後の課題を以下にあげる。
第一は，児童が適切な問題設定ができることである。児童が評価規準の達成に向けて基準を段階別
に設定する場合，自らの学習をどのように進めていくのかという見通しを持ち，最後まで興味関心を持
って追究できることが重要である。児童が適切な問題設定ができるように，教師は児童の性格や特徴
を十分把握し，支援をしなければならない。
第二は，他の児童と自分を比較し，違いを見抜く力を持つことである。児童が自らの学習を振り返
って改善・修正するためには，他の児童と比較し，自分の学習で欠けている点や他の児童と違う点に
気づく力を持つ必要がある。本実践では，問題設定・計画追究・まとめの学習段階で各児童がテーマ
や調査方法などを発表し，考えを出し合い検討する場を設けた。しかし，検討する場を設けたからと
いって，すぐに身につく力ではない。繰り返し学習し，他の児童や教師から影響を受けながら獲得して
いく力である。
第三は，相互評価や教師による評価から，自分を見つめることである。他者からの評価である相互
評価や教師による評価を受け，他者の視点から自分を見つめることで，自分の行動や考えを見直し，
改善・修正していくことができる。今回の授業実践では，相互評価を生かした学習の改善や修正を十
分に見ることはできなかった。今回は，児童一人一人が違ったテーマを設定したため，相互評価やアド
バイスが深まらなかったからであると考えられる。しかし，学習情報を蓄積した学習ファイルを学級に
公開することによって，他の児童の学習状況を閲覧し自分の学習と比べたり，よいところを取り入れた
りする児童もいた。
評価規準と評価基準表を児童が創出することは，無理であると思われがちである。それは，教師に
よる多くの支援が必要であることや児童の能力を考えてのことである。生きる力を育むために重要視
される総合的な学習の時間だからこそ，児童が創出する評価規準や評価基準表は重要である。児童創
出評価基準表にもとづく自己評価，他の児童による相互評価を組み入れた授業は，児童の生涯にわた
って学び続ける意欲の高揚や自ら考え，主体的に判断し，行動する児童の育成のために必要である。
